
 

データサイエンス学部（総合問題） 問題解説 
 

□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

 

〔Ⅰ〕 データを要約・集計する際に、様子を把握する代表的なグラフ表現の手法である「箱

ひげ図」を、まず題材として挙げている。箱ひげ図は中央値、四分位数を示すもの

であり、そこから最大値・最小値や四分位範囲を問う問題を設定した。また変量を

２グループ化し、前後の値を２グループで比較する視点を問うために相関の概念を

元にした設問を設計した。 
 

〔Ⅱ〕 （１）技術情報誌の記事を取り上げ、問題文を論理的に読み解き、帰納的バイアス

や実世界の階層性といったやや高度な概念を与えられた情報から理解する

能力を問うた。 

（２）（１）のノーフリーランチ定理に関連して、確率的に決まる事象についての基

本的な考え方、および簡単な確率の計算能力を問うた。 

 
 

□■ 受験生へのメッセージ 

 

グラフやデータを読み取る力、文章を論理的に読解する力、自己の考えを正確に論述する力を

求めています。まずは、日頃から、グラフやデータに慣れ親しみ、これらが何を表しているのか

を適切に読み取る力を養ってください。そして、グラフやデータから読み取れた内容を表現する

力を身につけてください。教科書に書かれていない概念や自分の知らない知識であったとしても、

問題文や図表からしっかりと読み解けるようにしてください。加えて、自分の見ているデータに

おかしいと思われる点がないのかどうかを判断できるような、幅広い一般常識を身につけること

も大切です。また、各種の統計量を計算する場合には、単に暗記した公式に頼るのではなく、与

えられた情報を定義に従って処理できるようになるとよいでしょう。 

答案は、すべての受験生に等しく与えられた自己アピールの機会でもあります。綺麗な字であ

る必要はありませんが、文字だけでなく、数字や数式、記号など、はっきりと丁寧に書くように

日頃から心がけましょう。 

 

 

  


